
　FSSでは、８月６日から９日まで、タイ王国にて海外研修を実施しました。参加した
のは、第一期の発展コース生４名です。
　研修初日はタマサート大学を訪問しました。タマサート大学はタイの屈指の名門
大学で、多くの著名人を輩出していることでも知られています。タマサート大学では
微生物学や生物工学の研究室を見学したほか、SCIUS－FSS合同研究発表会に参加
しました。SCIUSとは、タマサート大学が実施している高校生向けの教育プログラムで
いわばタイ版のFSSです。発表会では、FSS、SCIUSそれぞれから３題ずつ英語での
口頭発表が行われました。FSSの生徒たちが基礎的な研究内容であったのに対して
SCIUSの生徒たちの研究は応用を志向した実学的な研究内容が多いのが特徴でした。

　2日目は、タイ国立科学技術開発庁（NASTDA）の、材料科学研究所、生命科学研究所
を訪れ、最先端の研究内容の紹介を受けた後、プリンセスチュラポーン・サイエンス
ハイスクールを訪れました。高校に到着し教室に入ると、先生と生徒から熱烈な歓迎
が待っていて大変驚きました。その後、先生や生徒たちと交流しながら、タイの伝統
衣装を着て伝統舞踊を踊ったり、タイの文字を学んだりなど、タイの
文化について深く知る貴重な体験となりました。
　実質2日間という短い間でしたが、参加者からは「世界で活躍したい
という気持ちが高まった」という声が参加者全員からあがるなど
グローバルな視野を身に着けるための素晴らしい機会となりました。

　第一期生から発展コースに14名が進みました。発展コースでは昨年の研究力養成コース
で行ったテーマを深化・発展させる研究を行います。そして、国際学会や海外研修、学術誌
への投稿、科学オリンピックの参加等にその成果を発表していきます。中間発表を７月の
第二期生の入校式当日に行う予定でしたが、台風で中止になったため、８月22日の基礎力
養成講座の後、当日都合のつく8人のポスター発表を行いました。

　すでに他の研究会での発表や海外研修を経験した英語発表もあり、それぞれ研究の
内容も深化し、発表態度にも自信が見られ、成長の跡が感じられました。発表を聞いた
二期生からはそれぞれの発表について感想が寄せられました。
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